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●リモコン付き

■アフターサービスについて
①この製品は保証書がついております。お買い上げの際に、販売店より必ず保証欄の「お買い上げ年月日」と「販売店印」の記入をお受けください。
②保証期間はお買い上げ日より 1年です。保証書の記載内容により修理いたします。その他詳細は保証書をご覧ください。
③保証期間経過後の修理についてはお買い上げの販売店にご相談ください。
④この照明器具の補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後 5年です。補修用性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。
⑤アフターサービスについてご不明な場合は、下記のフリーダイヤルへお問い合わせください。

㈱山善 サービスセンター
（クレオ工業株式会社）  受付時間／月～金曜日  9:00～17:00 まで営業

※祝祭日・年末年始・夏季休業を除く

山善お客さまサービス係山善お客さまサービス係個人情報のお取り扱いについて
株式会社 山善およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容
を、ご相談への対応や修理、その確認などのために利用し、その記録を残
すことがあります。また、個人情報を適切に管理し、修理業務などを委託
する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者には提供しません。
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LEDシーリングファン 保証書

TLFL-08 ／ TLFL-12

本書は、本書記載内容で無料修理をおこなうことをお約束するものです。
上記「保証期間」中に故障が発生した場合は、製品と本書をご持参のうえ、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。
●所定記入欄が空欄のままですと、本書は有効とはなりません。記入のない場合は直ちにお買い上げの販売店へお申し出ください。
●本書は再発行いたしませんので紛失しないよう販売証明書と一緒に大切に保管してください。

1. 取扱説明書、本体添付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で、保証期間内に故障した場合は、無料修理いたします。
2.ご転居、ご贈答品などで修理依頼ができない場合には、取扱説明書に記載してあります、山善お客さまサービス係へご相談ください。
3.保証期間内でも、次のような場合には有料修理となります。
（イ）使用上の誤りや不当な修理、改造による故障および損傷。
（ロ）お買い上げ後の転倒、輸送、落下などによる故障および損傷。
（ハ）火災、地震、風水害、ガス害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧その他の外部要因による故障および損傷。
（ニ）一般家庭用以外（例えば業務用、車両、船舶への搭載）に使用された場合の故障および損傷。
（ホ）本書のご提示がない場合。
（ヘ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書きかえられた場合。
4.本書は日本国内においてのみ有効です。This warranty is valid only in japan.

※お客様にご記入いただいた個人情報（保証書控）は、保証期間内の無料修理対応およびその後の安全点検活動のために利用させていただく場合がございますので
ご了承ください。

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがってこの保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、
およびそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理（有料）などについては、お買い上げの販売
店にお問い合わせください。

※保証期間経過後の修理（有料）、補修用性能部品の保有期間については取扱説明書のアフターサービスについてをご覧ください。

〈無料修理規定〉

●廃棄について
本製品を廃棄する場合には、お住まいの自治体で定められた方法に従ってください。
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取扱説明書・保証書

一般家庭用
・
屋内用

このたびはお買い上げいただきありがと
うございます。ご使用前にこの説明書を
よくお読みください。
お読みになった後大切に保存し、必要な
ときにお役立てください。

■部品の購入について
◯ 本製品の部品（リモコン・リモコンホルダー等）のご購入につきましては、お買い上げの販売店、またはお近くの山善製品を取り扱っている家電量販店・
ホームセンターへお問い合わせください。
◯ 本製品は汎用リモコンおよび他社製リモコンには対応しておりません。これらをご使用された場合、正常に動作しないおそれがあり、動作の保証はい
たしかねますのであらかじめご了承ください。

■長期使用製品についてのご注意
長年ご使用の製品は、熱・湿気・ホコリなどの影響により、内部部品が劣化し、発煙・発火のおそれがあります。ご使用中につぎのような症状がみられる場合は、壁スイッチを切り、製品を取り外して、
お買い上げの販売店または本書記載の「山善お客さまサービス係」にご相談ください。

製品本体に表示してある【設計上の標準使用期間】は右記に示す標準
的な使用条件のもとで使用した場合に安全上支障なく使用すること
ができる標準的な期間です。

製品の故障や劣化は、この条件以外でもさまざまな要因に影響さ
れます。
標準使用条件に達しない場合でも、左記のような異常がみられた
場合はすぐにご使用をやめ、販売店もしくは「山善お客さまサー
ビス係」にご相談ください。
また【設計上の標準使用期間】は「保証期間」とは違い、本製品の無
償修理を保証する期間ではありません。保証内容および期間につ
きましては「保証書」に記載しております。

●スイッチを入れても羽根が回らない。
●羽根が回っても、異常に回転が遅かったり不規則（リズム風は除く）。
●回転するときに異常な音や振動がする。（摩擦音・接触音・打音等がした
り羽根がブレて振動しているなどの状況）。

●モーター部分が異常に熱かったり、焦げ臭いにおいがする。

すぐに壁スイッチを切り、製品を取り外して、お買い上げの販売
店または本書記載の「山善お客さまサービス係」にご相談くださ
い。

異常があればご使用中止！！

環境条件

負荷条件
使用条件

電 圧
周 波 数
温 度
湿 度
設 置

運 転 時 間
運 転 回 数
運 転 日 数
スイッチ操作回数

AC100V
50/60Hz
30℃
65％
本書に基づく組立及び設置

10h/ 日
5 回 / 日
180 日 / 年
900 回 / 年

本製品の最大定格での運転

設計上の標準使用期間 ※ファン機能

RM-TLFL01



■ご使用上のお知らせ（故障・異常ではありません）

・点灯中や消灯直後、プラスチックの伸縮によるきしみ音が照明器具から発生することがあります。
・LEDにはバラつきがあるため、器具内の個々のLEDや同一型名の器具でも発光色、明るさが異なる場合があります。
・LEDが点灯しない場合は、電源を切り、販売店・工事店、またはお客さまサービス係（保証書内記載）にご相談ください。
・本製品はLED灯です。蛍光灯と照らし方が異なります。
・1個の壁スイッチで2台以上の照明器具を操作する場合、同時に切り替わらないことがあります。
・リモコンで消灯しても、待機時に電力を消費しています。長時間使用しない場合は、壁スイッチを切ってください。
・ランプ交換式ではありませんので、お客様自身でのLED光源の交換はできません。
・停電復帰時や、予期せずにごく短時間の停電が発生した場合、点灯状態が変わることがあります。

【製品の留意点】

・天井の材質や構造によっては、天井面が変色する事があります。
・本体の近くではラジオやテレビなどの音響、映像機器に雑音が入ることがあります。
・３Dテレビ用など特殊なメガネをかけて照明器具を見た場合ちらついて見えることがあります。
・点灯中にビデオカメラを使用すると、ビデオカメラのモニターや録画画像に縞模様が入る場合があります。

【周囲の影響】

■修理を依頼される前に
製品の動作がおかしいときは下記を参考に点検をおこなってください。
処置をしても異常がある場合は、必ず壁スイッチをオフにしてお買い上げの販売店か弊社お客さまサービス係までご連絡ください。

点灯しない

ファンが回らない

勝手に消灯する

操作していないのに、
点灯したり点灯状態が
変わる

リモコンで操作
できない

リモコン操作時に
ちらつく

本体が「消灯」状態になっている
（リモコンで消灯し、壁スイッチをオフすると、消灯状態を記憶している
ため壁スイッチをオンしても点灯しない）

「壁スイッチで操作する (P.5)」を参照し、壁スイッチを短く（1秒以内）
操作して点灯状態を切り替えるか、壁スイッチをオンにしてリモコ
ンで切り替えてください

「壁スイッチで操作する(P.5)」を参照し、壁スイッチを短く（1秒以内）
操作して点灯状態を切り替えるか、壁スイッチをオンにしてリモコ
ンで切り替えてください

消灯すると、タイマーはオフになります。意図せずオフタイマーボタ
ンを押した場合は「タイマーオフ」ボタンでキャンセルできます。

接続端子が配線器具に確実に取り付けられていない

ファンがオフになっている

「タイマー」がオンになっていた

異音がする 前ガードが正しく取り付けられていない

リモコンの電池を正しく入れてください

前ガードを正しく取り付けてください。

リモコンの電池が正しく入っていない

リモコンの電池を交換してください

ペアリングをおこなってください

他の機器を照明器具から遠ざける、照明器具に対する向きを変える、
または電源を切ってください

調光（下限付近）動作時、ちらつく場合がありますが、異常ではありま
せん。調光動作が終わると、ちらつきも止まります

リモコンの電池が消耗している

リモコンと照明器具のペアリングがされていない

「お手入れについて」を参照し、送信部を清掃してください。リモコン上部の送信部が汚れている

調光動作をしている

他の機器（スマートフォン、タブレット、３Dテレビなど）から出る赤外
線の影響により、リモコンが反応しにくくなっている

短い停電などにより「壁スイッチで点灯状態を切り替える」機能が
働き、点灯状態が切り替わった

接続端子を配線器具に確実に取り付けてください

リモコンのファンONボタンを押してください

ご使用にならない時は、壁スイッチをオフにしてください

電源（壁スイッチなど）がオフになっている

ライトがオフになっている

電源（壁スイッチなど）をオンにしてください

リモコンのライトON/OFFボタンを押してください

現　　象 考えられる原因 処置方法

分解したり修理をしない警告

■お手入れについて
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■安全上のご注意
※ご使用の前に、取扱説明書「安全上のご注意」の内容をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
※ここに示した項目は、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる人や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためのものです。
また、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、「警告」「注意」の２つに区分しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が死亡または重症を負う可能性が想定される内容を示し
ています。

注意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が傷害を負う可能性および物的損害の発生が想定される
内容を示しています。

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。
図の中や近くに具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから
抜いてください）が描かれています。

絵表示の例
○記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な
禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

異常を感じた場合、電源を切る
器具のすき間などに金属類を差し込まない
● 感電事故の原因となります。

交流100ボルト以外では使用しない
● 直流や交流 200 ボルトで使用すると火災や感電の原因となります。

● ホコリが付着したまま配線器具に差し込むと、ショート・火災の原因
となります。

● 異常状態が収まったことを確認し、販売店または電気店にご相談ください。

● 異常時に電源が切れず、過熱・火災・感電・やけどなどの原因と
なります。

配線器具が破損したり、差し込みがゆるいときは使用しない
● 感電・ショート・発火・落下の原因となります。

接続端子にホコリが付着している場合は拭き取る

● 失明や目に障害を負う原因となります。

リモコン用の電池からもれた液が目に入ったときは、こすらず
に水で洗い流し、医師の診察を受ける

お手入れの際は、水洗いをしない
● 感電・ショートの原因となります。

取り付けできない配線器具に無理に取り付けない
● 火災・感電・落下してけがの原因となります。

〈取り付けできない配線器具〉
・電源端子が露出しているもの
・破損しているもの
・固定が不十分でグラグラするもの

警告

絶対に分解したり、修理・改造は行わない
● 火災・感電・落下の原因となります。

器具や光源を布や紙などで覆ったり、燃えやすいものを
近づけない
● 火災・損傷・過熱・故障・変形の原因となります。

器具の取り付けは取扱説明書に従って確実におこなう
● 器具落下・火災・感電・けがの原因となります。

● 火災の原因となります。
・調光器の取り外しが必要です。工事店や電器店にご依頼ください。
（取り外しには電気工事士の資格が必要です。）

調光機能がついた壁スイッチの場合は一般用の入切用スイッ
チに交換する

● 器具の真下にストーブなどを置かないでください。火災の原因となります。

リモコンの電池は指定以外の電池を使用しない

最終使用者（一般ユーザー）は、この照明器具の光源を交換しない

● 液もれなどの原因となります。

温度の高くなるものを近くに置かない

シンナーやベンジンなど揮発性の薬品やカビ取り剤、
クレンザーなどは使用しない
● 器具に傷をつけたり、変色、変質の原因となります。

殺虫剤・防水スプレーなどをかけない
● 器具の変色、変質の原因となります。

リモコンの電池は直射日光のあたる場所など高温になる場所
に置かない
● 液もれや破裂、火災などの原因となります。

本製品に衝撃や振動を与えない
● 器具落下・破損・けがの原因となります。

注意

調光器・発電機には使用しない
● 器具の損傷・過熱・故障の原因となります。

必ず壁スイッチがある配線器具に取り付ける

濡れた手でさわらない
● 感電の原因となります。

ぬれ手禁止

使用場所によっては、天井や壁紙などに変色等の悪影響を与え
るので注意する
● 連続照射・風の流れの影響を考えて設置してください。

● 破損・ショート・発火の原因となります。

● この器具は水平天井面取り付け専用です。指定以外の場所に取り付け
ると、火災・感電・落下によるけがの原因となります。

このような場所には取り付けない

平面部が直径 250mm未満の場所（例：下図）

凹凸のある場所（例：下図）

船底天井 格子天井 竿縁天井

直径250mm未満
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器具で指定された取り付け方法を守り、確実に取り付ける

被照射物との距離を近づけすぎない
● 色あせ・変色の原因となります。

風を体に長時間あてない
● 健康を害する原因となります。

ガードの中に指などを入れない
● けがの原因となります。

髪をガードに近づけすぎない
● 髪がファンに巻き込まれてけがの原因となります。

● 熱を持ったり、故障・落下の原因となります。

本体を取り外す時は必ず引掛シーリングのロック解除ボタン
を押しながら取り外す

● この製品は非防水ですので、火災・感電・破損の原因となります。

浴室など水や湿気の多い場所や屋外で使用しない

水ぬれ禁止

前ガード・羽根のお手入れは、前ガードを外しておこないます。

前ガードを反時計回りに回し、手前に引いて前ガードを取り外します。
※羽根は取り外すことができません。

使用しているうちに風が弱くなった場合、羽根やガードにホコリなどが付着し
て、風量が低下している可能性があります。

1前ガードの凸部を本体にある凹みに合わせて取り付けます。

2前ガードを時計回りに回し、前ガードが外れないようにロック
します。

羽根の先端などでけがをしないよう、十分
注意する注意

前ガードを取り付けずに運転しない
事故・故障の原因となります。警告

●前ガードの取り外し方

●前ガードの取り付け方

●お手入れ方法
柔らかい布をぬるま湯かうすめた中性洗剤につけ、よくしぼってから拭きとってください。
樹脂部分は強くこすらないでください。傷つきの原因となります。
前ガード・後ガードについたホコリは、すき間用ノズルなどを取り付けた掃除機などで取
り除いてください。リモコンの送信部は、乾いた柔らかい布で定期的に汚れを拭き取ってく
ださい。汚れると、リモコンでの操作がしにくくなります。

ホコリなどの汚れが付いていないように見えても、暗くなったり、風が弱くなったと感じられるときは、お手入れで改善することがあります。

製品は定期的にお手入れしてください

・シンナー、ベンジン、みがき粉やたわし、
熱湯などは使用しない　変色・変形の原因
となります。
・本体に水をかけて洗わない　感電・故障
の原因となります。

禁止

1

2

前ガード

はずすはずす はめるはめる



● 間違えて入れると、故障するだけでなく液もれや破裂の原因となります。

● 長期間入れたままにしておくと液もれによって内部を汚したり、破裂
による火災やけがの原因となります。

● そのまま廃棄すると思わぬ事故の原因となります。
電池は各地方自治体の指示に従って処分してください。

リモコンの電池は◯＋◯－を正しく入れる

● 液もれや破裂、火災などの原因となります。

リモコンの電池は新しい電池と古い電池や種類の異なる電池を
一緒に入れない

● 液もれや破裂、火災などの原因となります。

市販の単４型充電池（リチウムイオン、ニッカド、ニッケル水素）
などは使用しない

長期間使用しないときは、リモコンの電池を抜く

リモコンを廃棄するときは電池を抜く

器具の取り付け・取り外し・お手入れの際は安全のため電源を切る
● 通電状態で行なうと感電の原因となります。

■各部の名称

点灯中や消灯直後の器具にはさわらない
● 器具が高温になっており、やけどの原因となります。

接触禁止

● 雑音の原因となることがあります。使用する場合はできるだけ離して使
用してください。

ラジオやテレビなどの音響機器・映像機器を近くで使用しない

本製品の一部が破損した場合、そのまま使用を続けない
また破損した部分に直接触れたりしない
● けが、やけど、落下の原因となります。

注意

● 点検せずに長期間使い続けると、火災・感電・落下する原因となります。
◆1年に 1回は点検してください。

照明器具には寿命があり、設置して 10年経過すると、外観に異常
がなくても内部の劣化が進行しているため、点検または交換する

屋外で使用しない
● 感電・火災の原因となります。

● 店舗や業務用としてご使用されますと、保証期間内でも有料修理と
なります。

本製品は一般家庭用です

光源を長時間直視しない

酸・硫黄などの腐食性雰囲気（温泉地など）の所では使用はしない

● 目に悪影響を及ぼすおそれがあります。

人感センサーなどの自動入切装置には使用しない
● 正常に動作しないことがあります。

● 漏電・落下・引掛シーリング腐食の原因となります。

● リモコンが誤動作することがあります

赤外線リモコンを採用した機器（テレビやエアコンなど）の
近くで使用しない

■仕　様
型　名

取り付ける前に、下記の部品が全て揃っていることをお確かめください。（図は一部を簡略化したものです）

《本体》

《付属品》

シェード
ライト点灯部（LED)

シェード
ライト点灯部（LED)

電 　 源
周 波 数
光 源 色
器 具 光 束（最 大）
消費電力（最大出力時）
固有エネルギー消費効率
推 奨 使 用 周 囲 温 度
製 品 サ イ ズ
質 　 量
フ ァ ン 機　　　能
照 明 機 能
対 応 リ モ コ ン 型 番

TLFL-08(８畳タイプ ) TLFL-12(12 畳タイプ )

ライトが点灯します。

リモコン操作は、送信部を本体に向けて操作してください。

■使い方

1. 壁スイッチをオンにする

2. リモコンで操作する

リモコンホルダー用ネジ 単 4形アルカリ乾電池（2本）

接続端子

本体リブ

同一の機種を複数台ご使用になる場合、ペアリングする事で１つのリモコンで操作する事ができます。

壁スイッチの操作で、点灯状態を切り替えることができます。
1 回目（3秒以内にOFF/ON）：100％点灯（6500K）/ ファンOFF
2 回目（3秒以内にOFF/ON）：常夜灯点灯 /ファンOFF
以降 1、2回目の動作を繰り返す

ペアリングしたい本体を点灯させ、リモコン送信部を本体に向けてペアリングボタンを約３秒
長押ししてください。ビープ音が鳴ったらペアリング完了です。
※ビープ音が鳴らない場合は、再度ペアリングボタンを長押しするか、別の同一機種に付属され
ているリモコンを使用してください。

●壁スイッチで操作する

●ペアリング

ー 2ーー 5ー

前面ガード

本体
支柱

シーリングカバー
スポンジ

引掛シーリングプラグ

ロック解除ボタン

ファン

4000 lm
48W( ライト 35W/ ファン 13W)

114.2 lm/W

5300lm
63W（ライト 50W/ ファン 13W)

106.0 lm/W

AC100V
50Hz/60Hz 共用

電球色～昼光色 (3000-6500K)

RM-TLFL01

5～35℃
約　直径 540×高さ 218.5mm

約 2.2kg
ファン風量 4段階 / 正転反転・ファン切タイマー（1時間 /2 時間 /4 時間）

無段階調光（10～100%）・無段階調色・常夜灯・ライト切タイマー（30 分 /60 分）

リモコンホルダーリモコン (RM-TLFL01)

※ビープ音は本体側から鳴ります。リモコン側からは鳴りません。
XX-XXX

送信部

電源 OFFライトON/OFF

ライト切タイマー 30分

ライト調色（電球色←）

ファン風量（弱←）

ファンON

ファン　正転 /反転
ファン切タイマー 60分

ファン切タイマー 240 分

ペアリング

ライト切タイマー 60分

ライト調光（暗→明）

ライト調色（→昼白色）

常夜灯

ライト調光（明→暗）

ファン風量（→強）

ファンリズム風
ファンOFF

タイマーOFF

メモリー機能 ( ライトのみ）

ファン切タイマー 120 分

5 秒長押しで記憶、短押しで
メモリ呼び出し（記憶した状
態でライト点灯）

設定されている各切タイマー
をキャンセルします。

長押し：無段階調色（6500-3000K）
上限でビープ音

長押し：無段階調色（3000-6500K）
下限でビープ音

長押し：無段階調光（10-100％）
短押し：4段階切替（10-25-50-100％）上限でビープ音

長押し：無段階調光（100-10％）
下限でビープ音

3秒長押し

XX-XXX



■取り付け方法 ■取り外し方法

角形引掛
シーリング

丸形引掛
シーリング

丸形フル引掛
シーリング

フル引掛埋込
ローゼット

引掛埋込
ローゼット

引掛埋込ローゼット
（ハンガーなし）

警告 必ず電源をオフにしてからおこなってください。

●天井についている配線器具（引掛シーリング、ローゼット）の寸法と形状を確認する。

高所での作業となりますので、必ず足元の安全を確保してからおこなってください。注意

※下図以外の配線器具、または配線器具がない配線だけのものには取り付けできません。電気店、または工事店に工事を依頼してください。
※資格のない方の工事は法律で禁止されています。

本体がぐらついたり傾いたりしている場合は正しく取り付けられていないため、もう一度取り付けなおしてください。
※取り付け後、使用したときに異常がみられた場合は、壁スイッチを切り、本体を外して、もう一度取り付けなおしてください。

2. 接続端子を配線器具に取り付ける

1. 壁スイッチをOFF にする

 　本体の前面ガードと支柱を持って、引掛シーリングプラグの
2つの接続端子を配線器具の穴に差し込み、下から見て時計
回りにカチッと音が鳴るまで回して取り付けてください。
※ロック解除ボタンは押さずに回してください。押しながら回
すと「カチッ」と音がしません。
※配線器具の種類によっては「カチッ」と音がしない場合があり
ます。

①シーリングカバーを持ち上げ、取り付ける配線器具に合う表示
線が見えるまで天井に押し付けます。（下図参照）
②シーリングカバーを時計回りに突き当たるまで回します。
③シーリングカバーから手を放すと、スポンジの反発で本体リブ
が溝に引っかかり、固定されます。

3. シーリングカバーを押し上げ、本体を固定する

●シーリングカバーの取付方法

 　シーリングカバーを天井に押し上げ、スポンジを天井に押し付
けた状態で、本体リブに当たるまで下から見て時計回りに回し
てください。

・電池の寿命は新品のアルカリ乾電池を使用したときで、約1年です。
付属の電池は動作確認用であり、上記より早く消耗することがあります。
・電池を交換するときは、2本とも新品の単4形アルカリ乾電池に交換してください。
・新旧、異種の電池を混ぜて使用しないでください。
・長期間使用しないときは、電池を取り出して保管してください。

※収納した状態では操作しないでください。

天井からの出しろ

形　状

20mm以上 24mm未満 10mm以上 14mm未満 2. シーリングカバーを外す

1. 壁スイッチの電源をオフにする

①シーリングカバーを持ち上げ、天井側に押し付けます。
②シーリングカバーを反時計回りに本体リブに当たるまで回し、
　カバーを下にずらしてください。

3. 引掛シーリングを外す
引掛けシーリングのロック解除ボタンを押しながら、下から
見て反時計回りに回して本体を取り外してください。

警告
・取り外しは必ず壁スイッチやブレーカーで電源をオフにしてからおこなってください。
・消灯直後は本体や器具の中が高温になっています。確実に冷えたことを確認してから取り外してください。

■ご使用前の準備

●リモコン乾電池の入れ方

●リモコン収納のしかた

1. リモコン裏面のカバーをスライドさせてはずす

リモコンホルダーを壁に取り付け、壁掛け収納ができます。

ロック解除ボタン
( 赤色）

反時計回りに回して
下へずらす

ロック解除ボタンを
押しながら回す

2. 表示に合わせて◯◯を間違えないように乾電池を入れ、
     カバーを閉じる

＋－

リモコンホルダー用ネジ

リモコンホルダー

単4形アルカリ
乾電池×2本

ー 4ーー 3ー

注意
●取り付け作業は、必ず安定した足場を確保し、脚立などを使用のうえ、おこなってください。
●配線器具へ取り付ける際は、引掛シーリングを回しすぎないでください。
回しすぎると、本体や配線器具の破損の原因となります。

シーリング
カバー

支柱

前面ガード

配線器具

接続端子

シーリング
カバー

天井

②

天井

ロック解除
ボタン

注意
●取り外し作業は、必ず安定した足場を確保し、脚立などを使用のうえ、おこなってください。
●本体を片方の手で支えながら外してください。器具の落下によるけがや破損の原因となります。

カバー

高

低

取付け取外し

高

低

取付け取外し

【埋込ローゼットへの取付時】【引掛シーリングへの取付時】
※埋込ローゼット等、天井からの出しろ
　が低い配線器具に取り付ける場合

※引掛シーリング等、天井からの出しろ
　が高い配線器具に取り付ける場合

天井

スポンジ
①

① ② ③

※シーリングカバーの取り付けは、本体を配線器具に取り付けた状態でおこなってください。

溝本体リブ　

カバー

カバー

リモコン

取付方法詳細は上記
QRコードを読み込み、
ご確認ください。

① ②

本体リブ　


